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年頭の御挨拶 

 

部会長 キッコーマン食品株式会社 野田工場 

製造管理部 設備グループ長 石田 哲 

 

部会員ならびに関係官庁の皆様、明けましてお

めでとうございます。令和最初となる新年を迎え

るにあたり一言ご挨拶申し上げます。 

 

昨年を振り返りますと、まず大きな出来事に元

号の変更がありました。今回の改元は、約 200 年

ぶりの平成天皇からの譲位となり、祝賀ムードが

とても強い改元になったと感じ取れました。新元

号「令和」の時代も平和であることを希望したい

と思います。 

 

また昨年秋には強風を伴う台風 15 号、非常に大

きな勢力の台風 19 号が関東地方を直撃しました。

台風 15 号に関しては、特に千葉県の南部地区に強

風による被害が発生したことが記憶にあります。

千葉県南部各地で停電が発生し、倒木などによる 

復旧作業に時間がかかり復旧までに長い時間がか

かった台風でした。また、その後の台風 19 号では

非常に多くの雨量を観測し関東以北の河川での堤 

 

 

 

 

 

 

 

防決壊が発生し、多くの被害が発生した台風とな

りました。このように災害が多く発生する日本に

おいては、各家庭・企業においても危機管理の重

要性が再確認されたことかと思います。企業にお

いては、災害による停電に対する対応として自家

発電設備などを危機管理として導入する動きも見

受けられます。 

 

 昨年 10 月には、消費税が８％から１０％へ引き

上げられました。その後の台風被害とあいまって、

東北地方の景気減速が大きくなった状況でした。 

国際情勢に関しては、我が国の隣国である韓国と

「徴用工問題」「輸出規制強化」を受け、両国の関

係が悪化しました。昨年末より両国での対話が進

んでいる状況ですが、今後の展開が注視されます。 

 

このような国内外の環境の中においても、私た

ち計量管理を担う者としては、今後も一層の効果

的な計量管理を実施し正確な計量で、生産性の向

上や品質改善を実現することが求められています。 

今年は計量制度の改正に伴い、4 月よりホッパース

ケール、充填用自動はかり、コンベアスケールの

検定が開始される予定です。計量制度改正により、

計量環境は大きく変化が進む年になります。 

 

当部会におきましては、本年も計量管理に関す

る普及と啓蒙、さらには千葉県産業経済の発展に

寄与することを目的として、会報の発行、ホーム

ページの更新、ポスター・標語の募集など各種表

彰、研修見学会や発表会、意見交換会、講演会の企

画・運営を通して、業界の動きや計量管理情報の

早期入手、さらには同業および異業種の部会員の

コミュニケーション活性化に努めて参ります。 

今後とも合理的な運用を図り、当部会の活動が有

意義なものとなりますよう努めて参りますので、

部会員皆様のご支援・ご協力を宜しくお願いいた

します。 

 

最後になりますが、千葉県計量検定所をはじめ

関係官庁と会員企業の益々のご繁栄と部会員の皆

様方のご健勝、ご活躍を祈念申し上げまして、年

頭のご挨拶とさせていただきます。 
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年頭の御挨拶 

 

千葉県計量検定所長 

森田 雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。皆様に

おかれましては、さわやかな新春をお迎えのこと

と、心からお慶び申し上げます。 

 また、皆様には、日頃から本県の計量行政の推

進に御理解・御協力をいただき深く感謝申し上げ

ます。 

 貴部会におかれましては、適正な計量管理の実

施にご尽力いただき、本県の経済発展に重要な役

割を担っているとともに、計量思想の普及啓発に

も貢献されていることに深く敬意を表します。 

 

昨年は、ラグビーのワールドカップが日本で開

催され、日本代表の活躍とともに世界の一流チー

ムのプレイが、多くの国民に興奮と感動を与えま

した。 

その一方で、台風の度重なる襲来により、生活や

産業、経済に大きな影響を受け、千葉県にも甚大

な被害をもたらした年でもありました。県では、

復旧・復興に向けて、被災者の生活再建や農林事

業者、中小企業の事業再開等の支援に取り組んで

まいります。 

今年は、東京オリンピック・パラリンピックが開

催され、世界中から選手、観客が訪日します。千葉

県においても、幕張メッセにてレスリングやフェ

ンシング等、一宮町釣ヶ崎海岸を会場にサーフィ

ンが開催予定で、復旧・復興に向けて御尽力され

ている県民の皆様へ選手たちの懸命な姿が勇気を

与えてくれるものと期待されます。 

 

 

 

 

さて、計量制度は、経済や産業、文化等におけ

る基本的制度のひとつであり、計量法により適

正計量の実施が確保されています。国では、計

量制度の見直しを行ない、順次法の改正を行っ

ております。昨年４月からは「第１弾自動はか

り」（自動捕捉式はかり）の検定、器差検定を中

心とした指定検定機関制度が導入され、併せて

「燃料油メーター」や「非自動はかり」の区分

においても、今後民間事業者の検定への参入促

進が図られていきます。 

さらに、自動はかりの検定開始と併せて、「適

正計量管理事業所」において自動はかりを使用

している場合は、その自動はかりに係る部分に

ついて変更届出等の提出が必要となります。こ

のような計量制度の変化に対しては着実な対応

が求められることから、県では、国や特定市と

緊密な連携を図ることはもとより、貴部会とも

連携を図りながら遺漏なきよう対応して参りま

す。 

 一方で、計量行政機関が抱える共通の課題と

して、計量士の資格を有する職員の高齢化と退

職による減少があげられます。検定・検査業務

に従事する職員の資格要件の撤廃や、県の行財

政改革の進展の影響を受け、計量関係の知識・

技能を有する職員の確保や人材育成が大きな課

題となっております。このため本県では、国の

計量教習への職員の派遣や、所内の研修及びＯ

ＪＴの充実を図るなど人材育成に取り組んでお

ります。 

 

 計量は、社会や経済を支える基盤を担ってお

ります。千葉県計量検定所といたしましては、

県民生活の安心と産業・経済のさらなる発展に

寄与していくため、検定、定期検査、立入検査

及び普及啓発などの事業を着実に推進してまい

りますので、今後も経済産業省をはじめ計量に

携わる皆様方の一層の御支援・御協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 結びに、貴部会の益々の御発展と会員の皆様の

御健勝、御活躍を祈念申し上げ、新年の御挨拶と

いたします。 
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計量管理発表会及び見学会 

日時：令和元年９月２６日（木） 

見学先：ＪＳＲ株式会社 千葉工場 様 

    沢井製薬株式会社 関東工場 様 

計量管理優良事業所発表： 

    ＪＳＲ株式会社 千葉工場 様 

    ＤＩＣ株式会社 千葉工場 様 

 

参加者：２０社２５名 （見学会は２１社２６名） 

（一社）千葉県計量協会２名 総勢２８名 

 

令和元年９月２６日に行われました計量管理優

良事業所発表・見学会の概要を報告致します。 

８：１５に参加者２７名を乗せて、バスは京葉銀

行本店前を出発、本日の発表会会場であるＪＳＲ

株式会社 千葉工場様へ向かいました。 

車中にて当部会長のキッコーマン食品株式会社 

野田工場 上原様よりご挨拶をいただき、担当理

事と参加者の自己紹介を行いながら、渋滞に巻き

込まれる事なく、予定より少し早めに到着致しま

した。 

 

■優良事業所発表会 

開会に先立ち、ＪＳＲ株式会社 千葉工場 設

備管理課 課長 澤口様にご挨拶を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＪＳＲ株式会社 千葉工場 設備管理課 課長 澤口様） 

 

 

続いて、当部会長のキッコーマン食品株式会社 

野田工場 上原様よりご挨拶を頂き、優良事業所

発表に移りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キッコーマン食品株式会社 野田工場 上原様） 

 

■ＪＳＲ株式会社 千葉工場様 優良事業所発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（発表風景 ＪＳＲ株式会社 千葉工場 吉本 大作様） 

 

計量管理の概要について 

１． 千葉工場概要 

２． 計量管理の概要について 

３． 計量管理実施の組織について 

４． 計量管理規定について 

５． 計量器の検査設備について 

６． 計量器及び計装設備の管理状況について 

７． 量目及び品質の検査について 

８． 計量管理の改善活動について 

９． ＩＳＯ関連取得状況について 

１０．教育・訓練について 

 

※発表内容の詳細につきましては、（一社）千葉県

計量協会 計量管理部会広報委員会より発行の

計量管理部会報 Ｎｏ．１９０をご参照ください。 

 

計量管理見学会及び発表会 
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質疑応答 

Q1：トラックスケールの更新周期はどのくらいで

しょうか? 

A1：約 20 年ぐらいですが指示部のパソコンにつ

いては約 10 年ぐらいです。 

 

Q2:保全システムによる保全履歴の管理と定期故

障解析とありますが、保全システムは、どの

ようなソフトウェアをご使用されています

か? 

A2：Ｎ社の CMMS（設備保全管理システム）を導入

しております。 

 

Q3：P10 の教育・訓練について対象者が「計量管

理要員」とありますが、これは計装関係の人

でしょうか？ 

A3：電気計装（電気＋計装）関係の方を指します。 

 

Q4：計量管理組織について、設備管理課の下位に

JSR エンジニアリングがありますが、社外の

エンジニアリングも実施していますか? 

A4：JSR グループ内の仕事のみ実施しており、8 名

が担当しております。 

 

 

■ＤＩＣ株式会社 千葉工場様 優良事業所発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発表風景  ＤＩＣ株式会社 千葉工場 関 匡吉様） 

１． 会社概要と千葉工場について 

２． 計量管理機器の種別と台数 

３． 計量管理の組織 

４． 計量管理規定 

５． 計量器の検査設備 

６． 計量器及び管理状況 

７． 量目及び品質の検査 

８． 計量管理に関する改善活動と教育訓練 

９． ＩＳＯ関係 

 

※発表内容の詳細につきましては、（一社）千葉県

計量協会 計量管理部会広報委員会より発行の

計量管理部会報 Ｎｏ．１９０をご参照ください。 

 

質疑応答 
Q1:新規設備導入時の教育は、社外で行う教育で

しょうか？それともメーカーに来てもらい社

内で行うのでしょうか？ 
A1:新規設備を導入した際にメーカーの方に現地

にて機械操作など教育して頂きます。 
 
Q2：定期検査にて「点検周期、内容を定め」とあ

りますが、これはどのような基準で行っていま

すか？ 
A2：法規で定められているものは、その点検周期、

内容を遵守。それ以外に関しては、各製造課が

定めた点検周期、内容で外部メーカーに依頼し

て実施しています。 
 
Q3：P11 に弊社独自の KAIZEN 活動とあります

が、詳細を教えてください。また、一般社員向

けの QC 研修会は、どのような内容で行われて

いますでしょうか？ 
A3：各設備担当者単位で品質管理に関する事、保

全活動を行っており、年に 4 回、社外講師（専

門家）による勉強会を行っています。QC に関

しては、各製造課が主体となり品質管理に関す

る改善活動を行っております。 
 
ご講演を頂きました、吉本様、関様 ありがとう

ございました。 
最後に、当第２副部会長の日本製粉株式会社 千

葉工場 冨澤様にご挨拶をいただき、優良事業所

発表会が終わりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本製粉株式会社 千葉工場 冨澤様） 
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■ＪＳＲ株式会社 千葉工場 工場見学 

 

五井駅と姉ヶ崎駅との中間の千種海岸に位置する

「ＪＳＲ株式会社千葉工場」は、東西に約 800ｍ南北

に約 300ｍの敷地内に 4 つの製造装置を有しておりま

す。今回は、それら全ての製造装置を見学してまいり

ました。 

まず初めに向かったのは、タイヤ、ゴルフボールの

原材料となる BR（ポリブタジエン）装置です。ここで

は、ブタジエンなどの原料に触媒を加え、脱水、乾燥

を経て、合成ゴム（ポリマー）が作られます。これを

圧縮して「ベール」と呼ばれる 35Kg の塊に成形、包装

され製品として出荷されます。タイヤ＝黒色というイ

メージがありますが、意外な事に「ベール」は白色で

した。次に訪れたのは、RB（ポリブタジエン系熱可塑

性エラストマー）装置です。 

ここでは、JSR 独自のオリジナルポリマーを製造し

ていて、同一素材なのに、自在に硬さを変えることが

でき、革靴等の固めの靴底から、点滴チューブのよう

な柔らかい素材に用いる事が出来るそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■沢井製薬株式会社 関東工場 見学 

 

「沢井製薬」と言えばジェネリック医薬品！「ジ

ェネリック」と言えば沢井製薬！と誰もが思い浮

かぶほど、沢井製薬株式会社はジェネリック医薬

業界のリーディングカンパニーであり、かつ、フ

ラッグシップカンパニーです。 

今回は、その沢井製薬株式会社 関東工場へ工場

見学に行きました。沢井製薬株式会社 関東工場

は国内７拠点ある工場の中で２番目に大きい、

135,916 ㎡（東京ドーム約 3 個分）、年間生産能力

は 35 億錠を有す、最新鋭、最先端の工場です。 

 

 

また、その隣にある装置は、JSR 独自の技術で光

学樹脂ポリマーを製造している ARTON 装置です。

何の説明も無いと、どこを見ても配管が縦横に巡

り、塔やタンクが並ぶ一般的な工場ですが、この

限られた区画で多くの製品が製造されているこ

とに驚きました。 

 

最後は、BD（ブタジエンモノマー）装置で、他 2

つの製造装置で原材料として使用されるブタジ

エンを C4 留分から精製するそうです。原料から

製品まで、また、製造工程から発生する副産物（汚

水、排ガス）の処理も含めて、何から何まで一貫

生産体制が確立された素晴らしい工場でした。 

 

最後に、集合写真を撮影して、ＪＳＲ株式会社 

千葉工場様での工場見学も無事終了しました。昼

食を済ませて、午後から次の見学先である沢井製

薬株式会社 関東工場様へ向かいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、関東工場は以下３つの特徴を備えておりま

す。 

 

①垂直生産方式  

4Ｆ：秤量、造粒工程、2Ｆ：打錠工程、1Ｆ：包装

工程と工程が進むにつれて上階から階下へ降り

ていきます。またこの工程は MES(製造実行システ

ム)にて一括管理を行っています。 
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②人とモノとの動線を分けている 

人は人専用の廊下、モノはフロービンと呼ばれ

る大きなステンレス製容器に入れられスタッ

カークレーンという搬送装置で各製造室に運

ばれている。また出入口も人とモノは分かれて

います。 

 

③クロスコンタミネーション防止 

差圧管理を行って清浄度の高い方（室内圧力が

高い）から清浄度の低い方（室内圧力が低い方）

へ流れるようにしています。 

 

広大な土地にきれいな建物が立ち並びます。 

Ａ棟で全体の説明や会社紹介動画をみて、3 号棟

（固形製剤の製造工場）で混合、造粒工程、打錠

工程、包装、品質管理工程と製品が作られる順番

に沿って見学させていただきました。見学の順番

も垂直生産方式という感じでした。 

計量協会のメンバーから見ると異業種という

事もあり、興味深々で、各工程で様々な質問が飛

び交い、活発で有意義な工場見学をすることが出

来ました。 

 

今回の工場見学を通じて、一番感じたことは、

各工程で説明を受けた最先端技術の採用や動線

の工夫、工程の工夫、品質管理のルールなど様々

な説明の最終的に行きつく先は、薬を飲む人が困

らないように行ってる事だと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の工場見学を通じて、一番感じたことは、各

工程で説明を受けた最先端技術の採用や動線の

工夫、工程の工夫、品質管理のルールなど様々な

説明の最終的に行きつく先は、薬を飲む人が困ら

ないように行ってる事だと思いました。 

薬を飲む人の大半は、何らかの苦痛、煩わしさを

持っています。 

そんな薬を飲む人に、これ以上の負担を掛けさせ

ないようにと、飲みにくい大きな薬は有効成分を

維持しつつ、飲みやすいサイズに小さくしたり、

苦みを遮ったり・・・・ 

また飲み間違い防止等の目的で、錠剤自体に薬の

名前を印刷したりと、あらゆるところで、患者さ

んの事を考えた安全、品質の確保、そして、使用

者の負担軽減とまさに「なによりも患者さんのた

めに」という企業理念を具現化した工場でした。 

 

沢井製薬株式会社 関東工場の見学を終えて帰

路につきました。 

 

車中では、当第２副部会長の日本製粉株式会社 

千葉工場 冨澤様よりご挨拶をいただき、１７時

頃に無事千葉駅に到着し解散になりました。 

 

最後に、発表会の会場を提供、工場見学を行って

頂きましたＪＳＲ株式会社 千葉工場様、と沢井

製薬株式会社 関東工場様に、心より感謝申し上

げます。
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適正計量管理技術講習会の概要 
 
 

去る１１月２０日に（一社）千葉県計量協会が主催する適正計量管理技術講習会に 
参加いたしました。概要を以下の通り紹介いたします。 

 
 

日 時  令和 元年１１月２０日（水） １４：００～ 
 

場 所  千葉市「暮らしのプラザ」３階  研修講義室 
 

参加者  35 名（事務局２名含む） 
 

内 容   １）指定検定機関制度について 
 

講 師 大和製衡株式会社 
計量検定室 
 
部長 加門 守人 様 
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意見交換会 
 

去る令和元年１１月１７日に開催しました意見交

換会について紹介いたします 

 

1. 日 時 

令和元年 11 月 7 日（木） 13:10～17:00 

 

2. 場 所  

千葉市暮らしのプラザ 3 階 「研修講義室」 

 

3. 参加者 

17 事業所 21 名 

 

4. 次第  

 (1) オリエンテーション 

 (2) 外部講演 

 (3) 意見・情報交換会 

 

5. 内容 

(1) オリエンテーション 

千葉計量検定所所長 森田様及び、計量管理部会

長 キッコーマン食品株式会社 上原様からのご

挨拶の後、参加者の皆様から自己紹介を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 外部講演 

新光電子株式会社 照沼様 

「すばる望遠鏡の８．２ｍ主鏡を支える音叉式力

センサの役割と性能」、「音叉式天びんの特性・日

常点検方法」について非常に興味深い講演が行われ

ました。この量るセンサが無ければ「すばる望遠鏡」

がまったく成り立たないということが分かり技術

力のすばらしさを実感できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 意見・情報交換会 

事前アンケートから炙り出された「効率化」、「伝

承」、「トラブル＆予防保全」という大きく分けて

３つのテーマについて活発な意見交換が行われま

した。今回の意見交換会が各社様のヒントとなりお

役に立てれば幸いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度以降も引き続き意見交換会にご参加頂けま

すよう宜しくお願い致します。 
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千葉県計量協会 計量管理部会 意見交換会アンケート集計結果 
 
開催日時：令和元年 11月 7 日（木） 

場所：千葉市暮らしのプラザ 3 階 「研修講義室」 

参加人数参加事業場：17 社 21 名  

事務局：2 名  

講師：1名 

計 24 名 

 

１. 参加事業所 業種                ２. 参加者 所属部門 （複数回答可） 

あなたの事業所は？（○をつけて下さい。）      あなたの所属は？（○をつけて下さい。） 

回答数 業種 

2 食品製造業 

- 繊維工業 

8 化学製品製造業 

3 石油製品製造業 

- ゴム製品製造業 

- 窯業土石製品製造業 

- 鉄鋼業 

2 非鉄金属製造業 

- 金属製品製造業 

1 電気機器製造業 

- 賛助会員 

3 その他製造業 

 

３．今回の意見交換会について（抜粋） 

 全体を通してのご意見、ご要望、ご感想等 

●意見交換会内容について 

  ○他社の事例を理解できるものが少なかったですが勉強になりました。 

〇計量、計測の話題を主として安全やその他の話もできれば良いかと思います。 

    色々な方が集まるので良い場にして下さい。 

〇他業種の方が来られているので、なかなか共通の話題を選ぶのが難しいと思います。 

 

●事前アンケートについて 

〇事前アンケートの回答内容を項目ごとに整理して欲しい。 

  （類似意見もあったと思います。） 

〇事前アンケート結果を事前に開示した方が、意見交換がより活発になると感じました。 

〇人数とアンケート項目が多いとどうしても発言回数が減ってしまう。 

   議論内容をもう少し絞っても良いと思います。 

●テーマについて 

〇少しテーマ数を減らしてもう少し活発に意見交換できると良いと思います。 

   （今回は時間の割にテーマ数が多かったように感じました） 

 〇テーマに関して質問する際、指名して質問すればもっと盛り上がると思います。 

   （指名された方は何なりと発言されると思います。） 

●講演について 

〇新技術等の講演をお願いします。 

〇外部講演テーマは業種がバラバラのため難しいと思いますが、業務に近いものを 

   お願いします。 

●その他 

〇部会の多くの人が参加できるような対応を検討して欲しい。 

 

 

回答数 業種 

- 品質管理部門 

5 工務電気部門 

7 工務計装部門 

1 製造部門 

- 総務部門 

6 施設管理部門 

2 技術管理部門 

4 その他 



 
(10) 

４．今後の意見交換会への要望・希望・意見等ありましたら記入お願いします。 

 ●外部講演に関する希望テーマ 

○ IoT、AI、ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ、ｽﾏｰﾄ機器など使用例、活用例等の最新技術について 

○ 計量制度（自動はかりの検定等）に関する最新情報について 

○ 技術情報や故障来歴の蓄積とその活用方法や伝承方法等について 

○ 測定器、計量器に関する仕組、保守点検、校正方法等に関する情報 

 

●意見交換会に関する希望テーマ 

○ 計量・計装技術などの技術伝承（社内教育）について 

○ 計量機器・装置でのトラブル事例や改善事例について 

○ 計量機器・装置の劣化診断、余寿命評価について 

〇 計量・計装業務の外注化と自社化について 

〇 計量業務のシステム化について 

〇 人員・保全費用削減下での計量・計装業務への取り組みについて 

〇 自動はかりの検定に対する各社の取り組み 

 

 ●開催形式について 

○ 今回と同様でよい 

○ 時間の制約がありますので司会の方が問いかける形式で良いと思いますが、 

  その回答に対して広がりが無いのが気になりました。 

〇 事前のアンケートを集約した資料を頂ければ色々と考えておくこともできると思います 
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《理事会だより》 

 

１．計量管理功労者･優良計量技術者の推薦依頼 

  締切：令和 2 年 2 月 28 日(金) 

詳細は、電子メールにて送付致しました。 

  ご案内を参照下さい。 

 

２．計量管理研修見学会の開催 
  日程：令和 2 年 2 月 12 日(水)、13 日(木) 
  場所：国立天文台 三鷹キャンパス 様、 

一般財団法人 日本品質保証機構（JQA）計量計測センター 様、 
サントリー天然水 南アルプス白州工場 様、株式会社桔梗屋 様 

  詳細は、電子メールにて送付致しました。 
  ご案内を参照下さい。 
 
３．ポスター・標語の募集 
  令和 2 年 1 月 17 日（金）末日までに事務局に送付又は 

持参をお願いいたします。 
  ご協力よろしくお願いいたします。 
 
４．計量管理実施状況調査書の提出依頼 
  受付は終了しました。 
  ご協力ありがとうございました。 
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